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発掘調査で礫榔粘土都から出土した縦ili古墳の薊譲りを昭
娃つくっちょうど、ご万くばんとどく

ﾎﾟﾛ５３年（１９７８)に保存処理の作業を行いました。鉄剣のレントゲ

ン写真を撮影すると､剣身の両面に識勝)の文字が刻まれている
ことがわかりました｡古墳時代の豊般３１としてはこれまでで最も
字数の多い１１５文字が刻まれ、歴史的価値の高い内容をもっていま

した。
ぬいふん

銘文が発見されたことにより、Ｂ日和５８年、この剣を含めた稲荷

山古墳の礫榔．粘土櫛の出土品のすべてが国宝に指定されました。

銘文には､刀を作らせたｦﾜｹという人物のfrliih(先祖)からの
好いふ 、白川』北 元U､言うｕプ

B代にわたる系譜と、ヲワケがヤマト王権のqｺﾉﾛである大王家(後世

の天皇家の前身)に先祖代々仕え、国を治めるのを助けてきたことを

誇るために刀を作らせて、文字を記したことが書かれています。
しんがい⑩＝しはし,､ど

銘文の読み方ｌＥは、①｢辛亥年｣は西暦４７，年か５８，年か、②ワ
ワヮロ)□やくwiJInLU

カタケル大王は雄略天皇か欽明天皇など、多くの点について論争が

あります。現在では稲荷山古墳が造られた年代を５世紀後半から末

あたりと考えるのが普通なので、①は４７１年、ｏは雄略天皇と考え

る専門家が多いようです。
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1>I1j#１ｔ,111……,l｢jlltなど基のIllに、道ｲｲﾆに糠えて|鋤､れろ裟身j4や武器・宝器などの

こと。

品杢 ラ

2)金蝋鵬……金属やｲ｢などの表而に瀞ぺ少穴を彫り、その１１'に別のｲ｢や余嘱を埋め込
各３８Ｗも

んで礎飾することを象嵌とI`『います金をjⅡ11V!)込んだ鯉1隣が金象恢です
・・２⑪

3)金ｲi文……（『碑やｲi製Alハ企偶製【１Aなどの遺物に刻まｵした文字・文京のこと。

勺2.号ご とら行う品

Ｉ)神111……占代中国の神話で天と地を司ると静えられている神撤のこと。東王父・
ｑｆい『』ら５J庫:がだみさ人二うてUD

lIliI:Hf・伯牙ﾀit琴・黄帝などがある。

5ハ'マトIZM!……,Irjh時代のIいにﾀﾞﾘⅢ全ＩＩＳを

i台めていた豪族の集団のことイミ拠地が奈

良抗｣Lから大阪平野のIll1に舷般されていた

と聯えられているため、奈良盆｣山介ｲｲ:を総

称してllfぷ｣山名｢やまと」を(I｣』って｢ヤマMi
JJjjIWL

1ii｣とllfぷﾛ.この雄liiのリーダーが｢ﾉ<-1i｣で、

奈良時代以降の｢天皇｣の前身｡占<は｢)輔I
Wi笈|｢爾識lとも呼ばれた。 蕊
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礫|亭Iの埋葬のようす（復元
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がもんたいかんＵようにゅうしんじゅうきょう

画文帯環状乳神獣鏡

文
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３｡＜こう(》ん守田浄

鰍から出土した園Ｉ葬品の中lこ鐘-面があります｡銃の文様から｢画文帯環状
、や凸､缶０－⑪

乳神獣鈍｣と呼ばれています。鏡の外区(外側)には竜・lPH・虎などが表された｢画

文帯｣がめぐり､内区(内側)には８個の丸い突起(珊状乳)と竜･虎と溝ini豐)が描
かれています｡'雛神仙を組み合わせた文様を内区に表す鏡を｢神獣鏡｣と呼び
ます。

稲荷山と|【｣じ形の鏡が東は群馬県、西は宮崎県まで５か所の古填から１面ずつ

見つかっています。いずれも５世紀後半から６世紀初めころにつくられた古墳で

す。神獣鋺は弥生時代の終わり（Ｂ世紀)から古iBi時代の初め（４世紀)に中国で

つくられましたが、この鏡群は５世紀に中国で踏み返されたものです。
￣ぞ<

鎖を出土した古墳の分布は、古墳跨代半ば過ぎの地方豪族と中央との関係を示

すものです｡関東中部､九州の豪族がﾔﾏﾄ茎謄)の本拠地に出向き軍人で
てん＝うじん

ある職閃や文官である｢典曹ﾉuとして､大王家に仕えるよう(こなりました。
それらの任務に応じて、同じ形の鏡を大王家から分け与えられたと思われます。

柿

ｎＵｑ

:Ⅱ

倍鎚一Ｌ雄一

鏡の文様の名称

りゆうもんすかしほりおびかなぐ Ｊｔ刑Ｉ＃鯛q●1
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礫''１１に雛られ/と人物は、耳に細い銀のイヤリングをして、首|こはヒスイの勾玉
EAJご゜ｊｕＬ１ＥＵｎ･恥<

を下げ、腰には鈴つきの金銅製の帯金具で飾られて布ベルトをつけていまし７と。
びこ

帯金具は留め金具の役目をする｢鼓具」布うえに竜を透彫りした金属板をか

ぶせた｢雛」端につける｢詑尾｣からなります｡絞具はﾍﾞﾙﾄを留める艫が
庁ひ

なくなっています。鍔板は１ｓ枚あったと恩１つれ、その数からベルトの長さは

１２０ｃｍくらいになります。竜の透かし彫りは頭を左に向け、左右の前足と後ろ

足が描かれています。布ベルトをはさむ表裏２枚の銅板は、四隅などＳか所を鋲

でとめ、さらに鈴を下げています。
ｂﾉUbpく2】

５世紀後半からＳ世紀初めころの地方韻族は､罎蒄；帯金具、霞なぎ余色に輝く

装身具を身|こつけて葬られました。稲荷山とｕＵころにつくられ、銀象嵌の大刀

銘文で知られる熊本県江田船山古墳出土品には、冠、帽子、耳飾り、首飾り、帯

金具、胆など－通りの装身具がそろっています。こうした装身具類はほとんど中

国や明鮮半島から輸入されたか、工人が渡来してきて製作したものです。

稲荷山古墳と同じ鏡の分布

稲荷山古填の帯の復元

辮
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ラワケ君の古墳探検Ⅱ
こぐほういなりやま

－さきたまの国宝（稲荷山古墳）－

、
ソ
ン
ガ
イ
の
ト
エ
ソ

籔
丈
零
七
月
中
記
孝
独
居
豆
些
糎
冷
音
息
脆
鎗
其
児
勿
〆
が
剥
量
足
凛
兇
え
過
巳
沖
制
懇
層
其
堤
全
抄
翔
按
蝋
澱
脇
其
莞
尤
秒
沙
鬼
獲
隆
其
兇
兄
半
晶

鴬媒先沖菟桧余其兇九字獲居頂撞．必慈カヘ蔚奉士魂諾堂今蝋癩多支卜闘太一土寿在斯兄誉吟謬允識天下今作生百鱒利ア記玄。蕊霜魍喧廻

「
フ
ワ
庁
グ
の
心
咄
・
こ 術,'1;箒鶚ik勘鱗』鰯

稲荷山古墳｡篭古墳群の中でも最も古い５
世紀後半l篭らiTと古墳ですb古墳の頂上には、
2つの蟻臘iが鑑されています｡登って
1500年前のさき蔭繍閾してみましょう.

登ってみよう 戸Ｔｍ＝

さきたまの

雁史は、
ill荷111占ｊｌｌｔ
から始まるのだ

『護一
Ｌ■

圧

ジ
ー
ウ
ト
ウ
ジ
ン
の
“
オ
ピ
ト

”

Ｉｊ１｣ﾐ
ーニ

〈
きん

金
きくめいてつけん

錯銘鉄実りゴ羅牌、

１１＜工」Ｉ９Ｉ

Ｃ９６８年）稲荷山古墳の発掘調査が行われました。
ＺいきうＬせつ は IL3堂

２つの埋葬施設のうち、石を張り付けた礫榔から、た
ふＪ－ｉｏん

＜さんの副葬品（死者とし1つしょに埋めた品物）が出

土しました。しかし、この時は、さびた鉄剣に金の文

字が書かれているとは、だれも思いませんでした。そ

して１０年後・・・

(１９７８②奈良県の鵠毅化識滕､ifで､さ
ふＴｌ２ＦＡＬ１ｎ

びの進行を防ぐため保存処理をしている時、キラッと

光るものが見つかり、レントゲン写真を撮ったところ、

なんと１１５文字がうかび上がってきたのです。
３ん５〈めいで｡DOM

１５００年の時を超えてよみがえっ/と金錯銘鉄剣、まさ

に「世紀の大発見」でした。そして、５年後．．．

▲
■
垂

）》一一》》一一（（》》》一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一雫一

､
巳

(中

鰹し麺） Ｑ９８３隻）この釜織綱をはじめ、稲荷山古
ふく÷Ｍ)ん ＩＢＵ

壇から出土し７と副葬品が国宝に指定されました。

［・ＩＤＡ．力が八ユがヴエ

&生剣・鏡・勾玉

(ま、どこに埋められていたでしょう。

見つけたら○をつけよう。

昂吟
［ロ１＄ロ

ワケ君の自己紹 (115文字のなぞは？）ケ君の

私が鉄剣の持ち主ｦﾜｹの苣です｡それでは､私が刻ませた’’５文

字について説明しましょう。その内容は次のとおりです。
ＡＡ６Ｌ・ しる

辛亥の年（４７１年）７月に記す。私1オヲワケの臣です。
そ止入

いちばんの祖先'よオホヒコ、その子はタカリノスクネ、その

子はテヨカリワケ、その子はタカヒシワケ、その子はタサキ

ワケ、その子はハテヒ、その子はカサヒヨ、その子がヲワケ
世代字いうと】［ん"】jヅニ３１J｣白みこんたいたいI;』･】

の臣です。先祖代々杖刀人首（大王の親衛隊長）として大王
つ沿 い，．

（埒ＢＤｒ６
や１mやく

Ｉこ仕え、今に至っている。ワカタケル大王（雄略天皇）がシ
みキ カさ

キの宮にあるⅡ寺、私は大王が天下を治めるのを助けてきた。
pだ‘

そこで、このよくきたえあげた刀をつくらせ、私ｶﾂﾞ大王に
ＩＤらいＬ乙

仕えてきた由来を:日しておく。
〈圭山と

ところで、私が仕えたワカタケル大王の名が、九）Nの熊本の江田船山古墳
で.』上釛』辱

から出土した鉄刀にも刻まれていた。つまり、現在の関東地方から九州|こ
〃ＯＩＩ人

力'けて．ヤマト王権の影響下にあったといえるでしょう。

《r…）
』よ几

このヲワケの臣

はいったいどこ

のだれでしょうか。
ごう

さきたまの:３５

農？それとも芙
丑

和の豪族？はて

さて、どこの人

でしょう？(表）(裏）
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豪華なものばか1)だIﾅｵしと

いったいだれが
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くらｂⅣ｡ｼ

鞍･鐙Ｃｆ 誼＝～

鮒の埋葬のようす(復原）

薫鯉罵譲調釜去ニノ鰯しかめよ

がBIJh Io3ｂｙＤＬルリル が

鏡の最も外側に､竜や亀･神(Ⅲなどを表した「画
ＷＬｍＯ ＨＲらﾄ.aに⑪８

文帯｣がめぐり､その内側(Ｅ小さい丸い突起(乳）
ｌｊＬ７」か

が８個あり、中央に神{山や獣を描いているので

この名まえがあります｡中国で作られたものと

考えられています。

匿えよ，右の擶図から､いえることは何
でしょう。考えてみよう。

、荷止

福岡呉

台古期

ルＵＬんたLbX'んｕ上り'二｡DL人IJUD》‘よ｡）

）画文帯環状\し神獣鏡（ J｣〃扮良升，ロ「んｆ

帯金具１瓦原図

に]雫零轤雫零繊i鍵鱒
おびかたぐ

（）瀞;;金具
さぬぬかざ９５１

錦のベルトに縫い付けて飾り|こしたもので銅に金メッ
らLうぜ人l｣んと？Ｉi>'二0,易

キをしています。中国か朝鮮半島から輸入された:E)の

と考えられています。
ばく｡

《馬具類》

Ｃ
ぱぐ 歩,ｌＡｄＪごく

馬具は馬とともlと５世紀になって、中国
ｈ』Ｍ）ん

朝鮮半島から伝わり、７世紀まで古墳(こ
・Ｕ〈詞かぜＩ)んI】よく

副葬されました。馬を飾ることがｲ壜力を
ＬＵｂＬＩＤだん

示す手段でｷﾖあったのです。

■痢二、

iFO知
r

Ｕ

・弦ﾛﾁﾞ、

0

ｴﾙﾋﾟにエざんか人

（）勾玉と銀I閲
光がたＺｌﾆいがだいといが1JＬ

勾玉は、新潟県糸魚lllで採れた

ヒスイで作られたものです。

二うぐ

《エ具類》

Ｌ＿グー'￣〕ｕ－ＤＥ二

』ｑ■鬮匠、
ロ■ロ。廟.慰

軍白日ｗ~、
ＣＣＣﾍノ

（）慰ぷら

《武器類》 つじかなく

〕士金哩旦
につむ

手綱 むながい

胸:轄鐘 閾撫
llIIl

AABB
獺IH
I麺剛織
1KM圃麺圏 驫霞|Ｉ Ｉ Ｉ

1Jし〃しⅡ

面堂：

１
１

う・「

）雲ﾖﾘ|（、
｡』Ｕか生ぐ

i-I-令亘ソ（
>wｿL，
尻繋

!●

､づて

引手111
tHJ訂

鰯 欝職ちよ<どう １７い二う

（）直刀（）桂甲
【窪やたち

鉄製の鉾、矢じり､大刀、

凱騨(よろい)などが
出土しています。

（）エ具類
おの

斧、やっとこ、ピンセ
どいし

ツト、かんな、砥石な

どが出土しています。

ごんかん『Lい

（）三環鈴
・11.0Fとうよ効

（）鈴杳葉

埼玉県立さき左ま史跡の博物館



将1fIIlIlijlliは1894年（W]猯27年）に地元の人々

によって苑Ｉｌｌｌされました．後|ﾘ部からは横穴式ｲｉ

案が発兄さｵL、多くのiiM1iなjjli物が'１１ニヒしました。

将i1iml｢,l｢噸が築かれた611t紀後)卜は、大陸や朝

鮮1ﾘr&のＷｉたな技術がもたらされると同時に､大和

には仏教も伝わっています。JI7jiillliIitlntの石宗か

らは､こうしたlKl際I1Ii勢を７jくすl1j4Lや環頭大刀、

鋼鋺などとiifった朝鮮半島との深いつながりを

示す、iIriltなMll弊１Ｍが含まれています。

lU1ifiｲＩｉｌ１１１に発掘ざ加jiilliの半分が失われてし

まった将Ｆ１〔IIIKWiは、その後、ルi嬢の危機にさら

されていました。その為、古墳の保護と失われた

埴lTHや１１M柵、さらにはｲ｢室1人１部の様子を復原蕪傭

するⅢ雌が進められ、1997ｲﾄﾞに将ｊ１ｆ山腱示館がｌｌｌ１

館しました。こうして将flHll1占墳は1400年前の姿

によみがえったのです｡

藷挙一愚關岩壼鞄曇…澪Y霞
11;;:?～i騨liiiiiiiii鏑Ｉ

嚢轄

《古墳の形と大きさ》

jfi脈の全長は90ｍ、崎]ii』i哨群|ﾉhlでは４番、、埼玉県内では９稀Ｕに大きなiiilﾉﾉ後|Ⅲjfiです。jllYl征は２段築成になっ

ていて、’'１段（テラス）や]ril2にはjll(輪が並べられていました。腱ノバiiiの１１ﾙﾄﾞには１１'t1㎡の｣:1Wパネルがあ})ますが、
（｣んオペ

こｵしを見ると、戦色い{:と11(っぽい粘士を交互に突きlililめた「版築」という技法で、tfil菰が近らｵしたことがわかります。
‐バリ'2 」か）ざたん l猟し上･）

後円部のi'【i側には造{[Ｌとよばれる扇形の壇があ})ます゜周辺から土器や形象埴輪が多くｌＩ１三ｔすることから、死者に対

する「まつり」を行ったと

ころと考えられていま-炎 佇後円部 前方部

墳丘のまわりには堀が

二重に巡っています。埼

]i古墳群のliii方後II1tftは

健ﾉﾉ形の堀が巡りますが、

将単山古墳も同搬と推測

されます。

また、内堀と外堀の'１１１

の中堤にも、jlY丘とlii１じ

ょうに造出しがあります

が、ここも何かの儀式や

「まつり」を行ったﾅﾙ所

と考えられています。

虹陞０，

二嘉＝フ廻纒国璽：鶏
趣Ｈ

「

池

） 篭
一参；

～、

雛｝ し

－１露’

率
うUb8Fb

内堀』1烏`Ifi彦彦
1.屯

;.｡..｢:塗

i蕊韓、息M蕊 謬彦鐸謬ブリッジ

｝iii……

将軍山古墳互
-1400年の時をこえて､今よみがえる！

埼玉県立さきたま史跡の博物館



《新しい時代の予感一横穴式石室》

後lリパ'1の''１災に(よ、juIｲfとMⅡ雛,IfIが納めら
よど０，仁199ｋＡしつ

ｵしていた「横穴式ｲT案」があ1)ました｡Ⅱ1本

の占い古墳では竪穴を掘って遺体を変侭する
」ふか,〈

方法がとらﾉしていました｡iiiiIMjlllllijftの礫榔

もその１つです`しかし、４１１ｔ紀ころ'|ﾘl鮴1ｔ

烏では横から出入Ｉ)できる榊造のｲLj室が築か

れるようになり、それが|｣本にも伝わってき

ました□Ｍｉ六Ｊ矧搾は後から何人もの逝体
』い÷」,

を納めらｵしる合Fl1｢ﾙなもので、ｊＩｌ１弊に対する

思想の変化を生み出しながら、急迷に広まっ

ていきました。埼飛Tlijii群のＩｌＩでは、現(fの

ところ、｜lけいＷＴ宗の採川がわかっているの

は将軍山Tl7ifiだけですニイi材は120kｍも離れ
』.-Ｊつ iZ)し`､ういし

たＴ葉県富津TITの海岸で採取ざｵした〃)州ｲT」
）>ら(でいへ人か人

や、荒)lll流の絲泥片岩が他わｵしています．

天井石

臺篝i鐘iii蕊iPiUBL、
fぺぞう

築造当時は、人がlZって歩けるくらい腱示館２階には残っていたｲ藤の`ﾉﾐ物を、－nljｲi材をＭｉ光して腱示しています。
オロ

の高きまで石組の壁があ})、天#|:が架けらｵしていました。

《渡来文化の香りただよう副葬品》

将軍lllTlT壇が築かれた６世紀後半、有力者の古
はな

iiiに(よ渡来文化の影響を受けた華やかな装身具や
仁FD

大ﾉj、」Mj↓Lなどが多くＭＩＩ弊さｵしました。
かぶ些

将１１〔111古jflからは馬の宵や馬に旗をたてるため

の｢旗ざお金具｣など､朝鮮半島から直接輸入され

たものも１１tこしています。1894年の発掘当時の記

録がないので、ｈ室内にどのようにならべられて

いたのかはわか')ません。しかし、耳飾りや馬具、
よろい

111などが２セットあることから、２人の埋葬がイテ

われたとfM慨されます◎

腱示館のｲi案には、２人月の埋葬状態をｉｉｉ現し

ています。１人月の副葬品は、すでに石室の隅に
ひつぎ

)↑付けらｵしているようすを想定しています。棺の

'１１には装身｣Ｉを|ｌけた遊休とともに、鏡や大刀が
よろいオ･ぶと

納めらｵしています。而室の奥に'よ甲や宵、その手

1iiiには金銅製の馬具一式がおかれています。棺の
ｌＭＬ

Ｉ１ｌの鋼鋺ﾍﾟ'｣二器にはｸﾋﾟ行に捧げた食物などが盛Ｉ）

つけられていたのでしょうか。

将軍山古墳のおもな副葬品

轡
－－■

②1Jjにlくげる飾I）
汀ﾑｩよう

（Wf葉）

③銅拠鈴
△「,．Ｕか

①大ﾌﾉの柄に(､'くiiiり
かんとう1J)たｂｗＷＯ《しも

（環EiH大ﾉﾉ柄頭）

鍵
①②は東京国立博物館､③④は東

京大学総合研究博物館､⑤⑥は埼

玉県立さきたま史跡の博物館

ふた Ｌ･うぃへ

④篭(､Iきの銅鋺

＝－

…､

埼玉県立さきたま史跡の博物館
E旗ざお金具



しようぐんやま

《将軍山古墳の埴輪》

復原された将軍１１１古墳に、茶色をした筒形の物が立て並
Ｈ２畦ＩＣ

べてあるのをご覧になりましたか。これは「埴輪」と呼ば

れるもので、粘土を用いて筒形や人物・動物・家などの形
.「や

をつくって焼いた素焼きのﾆﾋ製品です。「埴」は粘二このこ

とで、「輪」は作る時に輪形にした粘土を１V筒状に巻き上

げるため、あるいは古墳の上に輪のように立てめぐらせる

ことによるといわれています。

将軍山古墳では、発掘調査の結果、墳頂と中段の平坦面
１６ケ

及び堀の中から、円筒iii１輪を主体に、朝顔形埴輪、駁（矢
たてQ1PE 代ＣＤ

を入れて背負う武具）形埴輪、１匹i形ji<(輪、大刀形j１１M輪、家
と仏

形埴輪、鞆（矢を射るときに左手に付ける道具）形埴輪、

男子・女子･盾持ちの人物埴輪､馬形埴輪が出土しました。

埴輪は長い年月のうちに破批し、多くは斜面から堀の中

へ崩れ落ちてしまいますが、将軍山古墳では、前方部の中

段に１．７ｍ間隔で破片が集中して出土する部分が発見さ

れました。

今回の復原では、出土埴輪の複製品を作Ｉ)、調森でわか

った間隔を参考にして墳丘に円筒埴輪と朝顔形埴輪を立てめ
つくりた

く露らし、築造当時の埴輪列を再現しました｡造出しには、周

辺から発見された淑形埴輪と晴形嫡輪を配適しました。

埴輪が並ぶ将軍山古墳

埴輪の出土状態

はけの

国ＦＥ目 木製の工具を用いて埴箔の表面を
なでつけ、厚さを均等にしだ時に
でき定痕跡。細かな線状の凹線を
特徴とする。

埴錨の周囲１戸巡らされ』巳凸状の粘

土紐で、横から見ると台形状に整
形されている。露（だか）とも呼
ばれ、通常は間隔を圃いて２～５

段ほど巡らさ)、ろ蝋合が多い。

鵠

Ｔかしら＠

透子Ｌ 基本的には向かい合わせに開けら
れ、複数の場合は上下の位置が交
差する。運ぶ時や並べる時に手や
棒を入れて動かし易くする、或い
は焼き上げる時の燃焼効率を上げ
る為などの脱があるか、何故、こ
うし尼孔を開けだのかは不明。

一一

０－

慰騎の名称 朝顔形壇輪円筒埴輪

将軍山古墳Ⅱ
I■■■■

はにわ

埴輪 ￣

埼玉県立さきたま史跡の博物館



《埴輪の種類》
埴輪の起源は、いまから約１８００年くらい前の西暦２００年頃（弥生時代の終

ふん1２そな とくし,ａＳｆＨＬ､がた

わり頃)、舎徽地方(今の岡,1,県地方)の墳墓に供えられていた｢特殊器台形土器」
と言われており、それが変化して円筒埴輪になったと考えられています。

つ１２

また、朝顔形jih輪は壷と円筒埴輪が合体して成立したと考えられています。

埴輪の中で蛾も多いのは筒型をした円筒埴輪です。これに対して家・人物・動物
肌ＯＬＪｉ

などの形をしたjrl輪を形象埴輪と呼び、次のような埴輪があります。

(下線付きは将車山古iiiで発見されている埴轄）

円筒、朝顔形円筒

誠､露E~､I異土量､鵬ち､演葵者､踊る人､繊取り、
たかじよう丘ごし、Ｔ

贋匠、馬子、椅子'二座る人、子守、男子像、女子像
にわとりたかいのしし

馬、犬、水鳥、鶏、ｌ::、猪、鹿、魚、牛、猿、ムササビ

層､夫ｶﾞ､職､蝋､議船､箪懲樹字､高杯.灘欝､帽子、
住居、倉駆、舞台

円筒埴輪

人物埴輪

動物埴輪

器財埴輪

家形埴輪

ほこ

矛

特殊器台形土器

《埴輪を立てる理由》

これら埴輪を立てた|とl的については、これまでに多くの研究がされてきました。以下、主な説を紹介します。
じゅんし じゅんし

①偉い人がﾀﾞﾋﾟんだときに､いっしょにﾀﾞﾋﾟぬ(殉死)かわりに人の形を作った(殉死代用説で「日本書紀｣に記されている)。
そうしょくそうユたがＬＩＸ

②古墳に盛った土が崩れるのを防ぐ（ｺﾞｰ留め説)｡③古墳を美しく飾る（装飾・荘厳説)｡④縦方向の刷毛目と篭は、柴
ＬＩＺｂＩｇ か９ｍ しんせい

を純で束ねた状態を表している(柴垣説)｡⑤宮殿の頑根と|i可I様に神聖な場所を囲む(鑓説)｡⑥日常使用の器物を供
えた（代ⅡIUli説）などがありました。

Ｏぶ、

埴輪がつくられはじめた頃は、miMi埴輪や器財埴輪が、墳頂部の埋葬施設が置かれた場所を方形に囲t}ように立て
いがいI幼しかくぜつ

られていることから、遺骸が葬られてし､る大事な場所との境界、聖域を守るという区画・隔絶の表示であったようです。

５世紀になると墳丘以外の進出しや'１１堤の部分など、人目につくところに人物・動物・器財・家形埴輪が慨かれる
そうそうざＬ＄ きいえん

うになりました。配'１１の位lH等から弗送の儀式や王者の交代の儀式、祭宴のようすを再現しているのではないかと
しｃうえん

そうそうざＬ＄

ようになりました。配'１１の位lH等から弗送の儀式Ｊ

考えられています。埴輪は711t紀の初めになると、 前方後円墳の終潟とともに作られなくなりました。

''''''''''１１１
、

）
㎡

たて６

ﾉ層i持ち人物埴輪 雛

埼玉県立さきたま史跡の'111[物飢



《鱸ｉｎ古墳の埴輪》
復原された将耶山古墳に、茶色をした筒形の物が立て並

ド８尾０Ｊ

べてあるのをご覧にな})ましたか。これは「埴輪」とl1jFば

れるもので、粘土を用いて筒形や人物・動物・家などの形
寸や

をつくって焼いた素焼きの土製品です。「埴」は粘土のこ

とで、「輪」は作る時に輪形にした粘土を円筒状に巻き上

げるため、あるいは古jfiの１名に輪のように立てめぐらせる

ことによるといわれています。

将軍111古墳では、発掘調査の結果、墳頂と中段の平坦面
０９０

及び堀の''１から、niWi埴輪を主体'二、朝顔形埴輪、戦（矢
たてがた 几Ｚ

を入れて背１１う武』し）形iii輪、）ivi形埴輪、大刀形埴輪、家
とＯ

形埴輪、鞆（矢を#１るときに左手に付ける道具）形埴輪、

男子・女子･耐持ちの人物埴輪､馬形埴輪が出土しました。

iii輪は長い年月のうちに破捌し、多くは斜面から堀の''１

へ崩れ落ちてしまいますが、将軍111古墳では、前方部の中

段にＬ７ｍＩＨ隅で破片が集中して出土する部分が発見さ

れました。

今回の復原では、（Ⅱ二ＭM(輪の複製肋を作I)、調査でわか

った間隔を参考にして墳丘に円筒埴輪と朝顔形埴輪を立てめ
っくりだ

ぐらし、築造当時の埴輪列を再現しました｡造出し(二は、周

辺から発見された駁形埴輪とjiYi形埴輪を配世しました。

蕊'1111111111ｌｌ１ｌｌ１ＩＭ１ｌ鍵：
埴輪が並ぶ将軍山古墳

埴輪の出土状態

l誰自 木製の工具を用いて垣監の表面を

なでつけ、厚さを均等にした時に
でざな痕跡。細かな線状の凹線を

特徴とする。

埴鰯の周開I冗洲らされだ凸状の粘

土紐で、横から見ると台形状に整
形されている。麺（だが）とも呼
ば』､、通常は間隔を囲いて２～５

段ほど巡らされる場合が多い。

とつ食い

凸11$

ＶＤＬｐＢＣ

通子Ｌ 基本的には向かい合わせに開けら
れ、復数の場合は上下の位圃が交
差する。運ぶ時や並べる時に手や
棒を入れて動かし易くする、或い
は焼き上げる時の燃焼効率を上げ
る為はどの説があるが、何故、こ
うし厄孔を開けだのかは不明。

？＿一一ｍ

堰鳳騎の名称 円筒壇臘 朝鰯ﾓｼﾞｺﾞ薗篇

将軍山古墳Ⅱ
￣

はにわ

埴輪 ￣

埼玉県立さきたま史跡の博物館



《埴輪の種類》
埴輪の起源は、いまから約１８００年くらい前の西暦２００年頃（弥生時代の終

ふんIｒそな とくし⑦＆殿いかた

わり頃)、吉iiii地方(今の1剛,1,県地方)の墳墓に供えられていた｢特殊器台形土器」
と言われており、それが変化して円筒埴輪になったと考えられています。

つぼ

また、ililj顔形埴輪は壷と円筒埴輪が合体して成立したと考えられています。

１１h輪の中で鮫も多いのは筒型をしたIﾘiWi埴輪です。これに対して家・人物・動物
けいしよう

なと`の形をした埴輪を形象埴輪と|呼び、次のような埴輪があります。

(下線付きは将耶111古墳で発見されている埴桧）

円筒埴輪

人物埴輪

円筒、朝顔形円筒

駁.駅〒震異土蚤､験ち､演奏者､踊る人､鰍取り、
たかじよう宝=いす

凪:匠、馬子、椅子に座る人、子守、男子像、女子像
にわとりたかいのしし

馬、犬、水鳥、鶏、Ｈ風、猪、鹿、魚、牛、猿、ムササピ

層､勅､鰯､鮒､､議船､箪鶯騎手､高杯､麟酵､帽子､矛
ばこ

住居、倉匝ﾛ、舞台

動物埴輪

器財埴輪

家形埴輪
特殊器台形十器

《埴輪を立てる理由》
これら埴輪を立てた目的については、これまでに多くの研究がされてきました。以下、主な説を紹介します。

ｃｃ人し じゅんし

①偉い人が死んだときに､いっしょに死ぬ(殉死)かわりに人の形を作った(殉死代用説で「Ｈ本普紀｣(二記されている)。
そうしょくそうこんたがＬＩＺ

②古墳に盛った土が崩れるのを防ぐ．（土留め説)｡③古墳を美しく飾る（装飾・荘厳説)｡④縦方向の刷毛目と篭は、柴
しばがＯ

を綱で束ｵ〕た状態を表している(柴垣説)｡⑤宮殿の垣根と同様に神聖な場所を囲む(鑑説)｡⑥日常使用の器物を供
かきｂ しんせい

えた（代用供ｉｉＩｄ）などがありました。
４５１、

埴輪がつくられはじめた頃は、円筒jil輪や器財埴輪が、墳頂部の埋葬施設が置かれた場所を方形に囲むように立て
いかし、１３うし かくぜつ

られてし､ることから、遺骸が葬られている大事な場所との境界、聖域を守るという区画・隔絶の表示であったようです。

５１化紀になると墳丘以外の造出しや中堤の部分など、人目につくところに人物・動物・器財・家形埴輪が置かれる
そうそうぎし3 包いえん

ようになりました。配|H1の位|Hf輔から葬送の儀式や王者の交代の儀式、祭宴のようすを再現しているのではないかと
し⑥うえん

考えられています。埴轄は７１吐紀の初めになると、前方後円墳の終潟とともに作られなくなりました。

露
）

鑑

たても

盾持ち人物埴ｻﾞｾﾞｶﾞ

埼玉ＵＩＬ立さきたま史跡の博物館



弓|｜話はう

の字は随

ししや

死者といっしょに古墳の中
う ＬﾉらしのふくそうＯん

に埋められた品物を副葬品と

いいます｡将軍山古墳からは、
しやしん

上の写真にあるようなすぐれ
し⑤つど

た品物がたくさん出土しまし

た。中には、日本でまだ２つ
ばら■う

しか発見されてし1なし〕馬胄
かぷとかんとう

(馬の1畳ﾖ）や関東ではきわめ
蛇だかむぐ

て少なし'旗ざお金員もありま
ちとう

す。これらは、ほとんどが朝
ぜんはんとう けに①う

鮮半島からの輸入品であった
ざ２上愈

とし､われています。埼玉古噴
くん１２つ①どうぞく ら」う

群に葬られた豪族たちは、朝
こくさいじん

騨蔦と識i0Dあった国際人
だったのかもしれませんね。

下のイラストの人や馬が身に付けてい

る鱸や鵜を岩篁の中から見つけよ
みつけよう

趨践
ばく

馬具 塵~‘

しよう＜ん

将軍山古墳の若臺は獣弐?獣式？
ふくそうＯんうつが

《副葬品の移り変わり》 考えようⅡ

古墳の中心には
いしおさ

古墳の主を納める
ささしつ

石室があります。
たてぶちしき

石室にIEt①竪穴式
よこ品おしP

のものと②横穴式

のものがあります

(下の図)。さて、

将軍山古墳の石室

(まどちらでしょう。

(○をつけよう）
）ＷＩＩｌ

，ｋこり殉

tii穴入り□の

ふた石をとると、

中に入ることが

できる。そのた
ひつＦＪＩと

め、棺を後から
つい〃αいそう

追加理，::できる。

てんじｊう

天井石で

ふたをし､土

をかぶせる

と二度とあ

けられない。
▲ご＆＄ つい〃αいそう

②横穴式石室（）追加理，::できる

埼玉県立さきたま史跡の博物館

にてあむ

①竪穴式石室（）

３
後
半
～
４
世
紀

Ｆつ

お祭りに使用する品物が多い

篇石でfFった襄鏡：

５
世
紀

巫官

武器が多い

甲冑（よろいかぶと）

６
世
紀
～
７
世
紀

iii§鴬i鰯ﾋﾞ競贄IﾌﾟたすqlJと6別釘が多い

篝驫 零
耳かざり馬のかざりかざり夫方

し１ し」



こふんたんけん

ヲワケ君の古墳|探検Ｉ
しょ１ぐん

－よみがえった1守軍L｣_｢古墳一

鰯。鮠された臘山古墳をみて古墳の部分の呼び方
をたしかめよう。（自分の目でたしかめたら○をつけ

よう）

崔後円部一周－前方部一

たしかめよう

鍵

麺旦勉 1＄□わ

埴i鷺：

i;iIiii1l
－＝

鍵
紬蕊

～､ Ｓｃ逮ん､

雲～壁：LL蚕
－;圏Ｖ菱

うらほり

内堀
イ了
.■●

〒

ブリッジ
SロうてLU

EP堤

とほり

こふんかたら

《古墳の形あれこれ》鰭山古墳は全長９０mで､鑑古墳静

の中では4番目に大きい[｜
(古墳の形）です。埼玉古墳群の多く

の古墳と筒濃に二重の堀をもち､〈び
ばり

ら６９うていそうしきざしき

れ部と中堤(こ葬式の儀式ヤウまつりが
っくりr

行われたと考えられる造出しがありヨミ

す。６世紀後半につくられた古墳と

考えられています。

｢lAi償｣｢鵠｣｢畿濃iii貴｣｢肯f;議男
ふん

墳」が代表的です。日本全国に古】賞は全
さ

部で２０万基もあるとし'われていますが（
鱈いおう

そのほとんどがP]墳です。しかし、大王
ごうそくばか

ﾔb有力な驫族の墓の多くは前方後円墳で

す。前方後円墳に埋められた人は、大王

鐸曄.命.鶏:L･:ｉｉ１１蕊

咄::弐・斑...::弔

Ｎ

l;蕊iiiiiii
と深い関係をもっていたのでしょう。ふくげんしとつぐん

(復原された将函山古jUM）はにわ

埴輪って何？

将軍山古墳には168本の
はにわ

X自輪が並べられている。

埴輪とは、粘土を焼い

て作ったもので､古墳

の頂上や周りに並べら

れました。土管のよう
えんとう

露
かいてみよう

調べよう
ならはにわしけい

将軍山古墳(こ並べられているj直輪（模型）

をスケッチしてみよう１
鑑古墳瀞にはどんな形の古墳がある？

がたち

げんざい

(現在あるものに○をつけよう）

な円筒埴輪は、古墹

を神聖な場所として

外の世界から区別し
やくわり

て、古墳を守る役割

をもっていたようで

す。また、人物や動

物、家などをかた
’ﾌﾞいしよう

どった形象壇i爵;から

は当時の人々の生

活のようすがわか

り、とてもおもしろ

いものです。 議i:iiiiiiii；たて

(盾を持つ人物壇i盲）



|瓦塚古墳から出土した形象埴輪】

人物埴輪（男子） 人物埴輪（女子）

あぐらをかいた膝に雲をのせ

ている男子の埴輪です。右手に

はバチと思われる道具を持って

おり､指の形などから琴を弾い

ている様子を表しているものと

考えられています稲荷山古墳

からも琴と思われる埴輪が見つ

かっています頭の両脇に組

長い棒状のものが,付いていま

すが、これは「美三良」といっ

て古墳時代の男性の一般的な曇

形です

両手を前にさしメレ、耳Ｌは

耳環と呼ばれるイヤリングをし

ています頭の上に四角い仮状

のものがついていますがこれ

を[島田踊｣と呼んでいます島

田髭とは江戸勝代の女性髪冊

のひとつで古墳時代Ｌも同じ

よっなアスタイルをしてい

た￣とがわかります￣のよう

（人物埴輪からは生別・服装・

身分などが分かるｉｔめ、古墳時

代当時の生活を知匂上で典@な

資料なのです

〈 ）想像してみよう 人物値1編をよく見て、その人が何をしているのかを想像してみよう

水鳥形埴輪犬形埴輪

右は高き約82cmの水鳥

の蝋輸で、頭と足は石；

て復原してあります

左は高さ約59cmの白色の

鳥形埴輪で、白鳳である

と思われます古墳臓代、

白鳥などの水鳥は、死琶

の魂を運ぶ動物と考えら

れていました

耳と足の部しか見つ

かっていないため、おお

よその形を復原してあり

ます。豆・しっぽの形か

ら犬の埴輪と考えられま

す動物の埴輪lこは、猪
ねと

鹿、馬、猿、鶏、Ｉ豊、ム

ササピ魚などの種類か

あＪまず

、

〆娑二一、

一弓露

霞 一》

盾形埴輪家形埴輪
、

８本の丸い｜;［て屋根を支え

ている珍しい形の埴輪です

この家形這論は、壁がないこ

とから住まいではなく、歌や

踊りを行定舞台ではないか

と壱えられていますまた、
曽芯詑励＿

寄棟造りとし1われる屋根の形

をし厄家形埴輪も見つかって

いて、こちらは豪族の住まい

ではないかと思われます

古頂胎代に使われてい雇武

亘のってす瓦嫁古墳から

は盾を持った男性の遁論か

見つかって〕まずこの盾を

楢避人吻埴聯は大切は古

填を守る蓄人のような意味か

込められていたと思われま

すその他の武團の埴輪|こは

大刀弓申岡などかあ

し該す

筈党は
《瓦塚古墳に関するまとめ》

古墳の形を何という？Ｆ丙司（

うらむ□てね」

古墳の形を何という？[￣パー'（ほかにどんな形の古墳があるのか調べてみよう
古墳の中でまつりを行ったとされる場所は？［￣百一]（古墳の他の部分についても調べてみよっ）
垣輪の種類には大きく２つのものがあります｡それは何と何？Ｆで￣|埴輪とＦＤ￣.埴輪
Ｆ５￣]の埴輪にはどん噂種類のものがありますか？戸Ｆ戸１Ｆ百司

り'…～

古墳時代の男性の一般的な髪形を何と言いますか？［￣R弓(女性の髪洲についても調べてみよう）

埼玉県立さきたま史跡の博物館

水鳥形埴輪犬形埴輪

盾形埴輪家形埴輪



こ「30んたんけん

ラワケ君の古墳探検Ⅲ
かわらづか はにわ１１う二

一瓦塚古墳はi直輪の宝庫一 ノ

(￣）いてみよ

博物館別の１１少簗民家の民側｜見えるのがLL｣瓢古墳です。フか

ら約1,500年前の６世紀前半に造ｂれた前方後円墳です｡石との

饗Ｌ復原するための発掘調菖を行った結果全長73ｍで重の

堀がめぐるﾛ11万償円墳である－とがわかりました前方部の西

ＩＩ１Ｕに１ｺ、まつり儀式）を行った場所といわれる造出しがあり

ました。また､造出しの西側には外堀の一部を掘り残し】Ｅブリッ

ジといわれる通路造見つかりましたなお、復原では、水はけ

をよすろためＬ堀には砂利を敷き中堤Ｌは澄盗;Iiiりましだ。

古墳の周り証歩いて瓦厭古蝋の大きさ・形在体感してみましよ

つ。

《埴輪の種類》 【形象埴鮒
､／

バョ

》（
埴輪には、円筒埴輪と形象埴輪のつ

の種類があります。円筒埴輪には、下の絵
Ｈ２可

のように円筒埴輪と朝顔形埴輪がありま

す形象埴輪には、人物・動物・家など

の形があります

（』
／

|ｉ
人物埴輪

(稲荷山古墳】

Ｉ

１１

Ｉ

Ｉ

/－`円筒埴輪'一、Ｌ 」 人物埴輪

(瓦塚古埴】

人物埴輪

(瓦塚古jiY）

葦i篝簔請薩

/(ｉ
ｌＩｉ－Ｉｉｌ

１【 ■陸
騒
騒

１

１【 ￣占

沓■五

■

P

蝋灘 |ｌＩｌｌＩ
円筒埴詰

、（将軍山古墳】

朝顔形埴藷

(稲荷山古墳】

人物埴慧

＆（祷霧古墳）
動物埴轄・馬

(酒巻１４号漬】

家形埴轄

(瓦塚古斌】 ノノ

《埴輪はどのように使われたのか？》

這議は、古墳の墳丘±が盛られた部分や堤の部分などに並べられていました。それらのほとんどは円筒埴輪です造

出しやブノツブの近くIこは、いろいろな種類の形象埴輪が並べらｉｎることか多いようですそれらの形象埴輪は、当時の生

活やまつり儀式の場面など色再現しているものと考えられてい該す将軍山古墳では古填が造られだ当時の埴輪列を榎

原してありま

すのごｊ圏iiiが

どのように使

われだのか観

察してみま

しょう‘

覺員冒償ｕ日員皀菖13菖冒冒凰圓圓昌圓冒凰侵圓風風圓圓風ＥＥＰ
Ｏろいちび腋の

埴輪があるのね

瘻鎚鰄鑛冒寵鱸
胃ｆ￣ＰＲ、忌淳琴、増刊ｌＴ．．＋ｒ１ｆＩ､ｌｚ、四11’ｒ￣、＿'万・』｢１，１，$）・】．､ｈｌＩ［． }Ｉ、１Ｍコ「「11ハ


